
「JDPA継手接合研修会」の開催�協会�
ニュース�

　日本ダクタイル鉄管協会では、ダクタイル鉄管の設計・施
工に関するご理解を深めていただくため、全国各地にて「技
術説明会」（講義形式、実技形式）を行っておりますが、こ
れとは別に、継手接合の技能を習得いただくために、協会
研修所にて「JDPA継手接合研修会」を実施しています。�
　この継手接合研修会について、ご紹介いたします。�
�

1．研修会の目的�
　ダクタイル鉄管の継手接合に特化した研修会で、特定継
手の接合技術を重点的に習得していただくことを目的とし
た研修会です。�
　そのため、配管技能全般の習得を目的とした(社)日本水
道協会主催の「配水管工技能講習会」とは講習内容が異
なります。�
�

2．研修会の詳細�
（1） 講座名と研修内容�
　定常的に開催している研修会は、「耐震管（呼び径450
以下）」と「耐震管（呼び径500以上）」の２つの講座で、ご
要望があった場合のみ「一般管」の講座も開催しています。�
　それぞれの講座の研修内容などを、表1に示します。��
（2） 研修の実施内容�
　各講座とも、１日の研修の中で以下の内容を実施してい
ます。�
　・講義（座学）�
　・直管および異形管の接合・解体実技実習�
　・切管、挿し口形成実技実習�
　・習得度確認（実技評価、筆記試験）�
　なお、実技実習については、受講者4名までで１班を編成
し、各班に指導員が付く体制での濃密な研修を行っています。
（3） 研修会場�
　常設研修会場は以下の５会場です。�
　・関東地区　船橋会場（千葉県船橋市）�
　　　　　　　市川会場（千葉県市川市）�
　　　　　　　久喜会場（埼玉県久喜市）�

　・関西地区　武庫川会場（兵庫県尼崎市）�
　　　　　　　加賀屋会場（大阪府大阪市）�
　なお、ご要望があった場合には、現地研修会を開催する
こともあります。�
（4） 受講料�
　冒頭の「技術説明会」は無償で実施していますが、「JDPA
継手接合研修会」については、機材費などのために受講者
１名当たり18,000円の受講料をお願いしています。�
　なお、現地研修会については、別途追加費用が必要とな
ります。�
（5）受講証の発行��
　研修を受講され、習得度確認で研修内容を習得されたと
評価される方に、「JDPA継手接合研修会受講証」（カード
形式）を発行しています。�
�

3．受講申込みの方法�
　当協会ホームページに開設している窓口（技術説明会の
コーナーに設置）より、各常設研修会場での研修会開催ス
ケジュールをご覧いただけます。ご希望の講座、研修会場を
選択（クリック）することで、インターネットを通じて受講申込み
の手続きを行うことができます。なお、同窓口に「JDPA継手
接合研修会申込み案内」を掲載していますので、お申込み
の際には事前にご一読下さい。�

表１　講座名と研修内容�

 講座名 略称 研修日数 研　修　内　容�

 耐震管（呼び径450以下） 耐小  呼び径75～450のGX形、NS形の継手接合��

 耐震管（呼び径500以上） 耐大 各１日間 呼び径500～1000のNS形の継手接合��

 一　　般　　管 一般  K形、T形、フランジ形の継手接合�
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●当協会ホームページのツールバー「技術説明会」からも継手接合研修会の
参加申し込みが手続きできます。�
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●鼎談では、東日本大震災の被災地で陣

頭指揮をとられた仙台市にお集まりいた

だき、震災後の復興や復旧のあり方、日

本が誇るべき技術力、人のつながりなど

を熱く語っていただきました。特に重川先

生の日本の技術力は国際社会でもっと

自慢してよいとの発言には、感激しました。�

●現地探訪は、全国総会開催地の旭川市

で三島　保水道事業管理者にインタビュ

ーさせていただきました。旭川市の水道

のこれまでの歩み、諸先輩からお聞きに

なられた苦労話、現在の苦労話、新耐震

管の採用についてなど、幅広くお話いた

だきました。�

●関東地方では、９月に１１年ぶりの取水制

限を実施しています。給水制限とは異な

るので、生活に影響がでる段階ではない

ですが、狭い日本列島の中でゲリラ豪雨

災害に苦しめられた地域もあれば、渇水

に悩む地域もある、何とかならないものか

と空に向かって祈りたい。�

●今号から鼎談や技術レポートをカラーで

制作させていただきました。グラフや写真、

地図などが今までのモノクロでは判別し

づらい点が解消され、見やすく、分かりや

すくなりました。�

�

編集後記�
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箇踏の更新や新霞にl志、耐震性・

耐久性・耐蝕性に優れ、安全・確実怠

施工性で定評のNCKタクタイル鉄管。

直管・異形管、鉄蓋怠ど、

ダクタイル製曽路システム一式を揃え、

製造か5責任施工まで、NCKの一貫した

先進技術でお応えします。
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120年の信頼と実績を結集し、

耐震性に加え次の100年を支える耐久性をこの新製品に込めました。

クボタは次世代の技術で明日のインフラを担い、

お客様とともに未来に歩んでまいります。
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